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紹
　
介

伊
井
春
樹
著

『
源
氏
物
語
論
と
そ
の
研
究
世
界
』

中
　
川
　
昭
〔　
将

『源
氏
物
語
』
と
は
、
如
何
な
る
形
で
流
布

・
享
受
さ
れ
な
が
ら
、
今
、
目

の
前
に
存
在
す
る
の
か
。
そ
し
て
、
現
代
に
生
き
る
我
々
は
、
そ
の
複
雑
な
歴

史
的
事
実
を
有
し
て
あ
る

『源
氏
物
語
』
に
如
何
に
向
か
い
あ
う
べ
き
か
。
こ

う
し
た
決
し
て
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
に
対
し
て
、
作
品
論

。
本

文
伝
流
史

・
享
受
史
と
い
っ
た
多
彩
な
角
度
か
ら

『源
氏
』
の
本
質
を
立
体
的

に
描
き
出
し
て
い
る
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
伊
井
春
樹
氏
の
著
書

『源
氏
物

語
論
と
そ
の
研
究
世
界
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』

（
一
九
八
〇
）
。
『源
氏
物
語
論
考
』
貧

九
八

一
）
以
降
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の

う
ち
の
五
十
五
の
論
考
を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
第

一
章

「作
品
世
界
と
人
物

像
」、
第
二
章

「『源
氏
物
語
』
の
表
現
世
界
」、
第
二
章

「『源
氏
物
語
』
の
本

文
と
そ
の
伝
流
」、
第
四
章

「『源
氏
物
語
』
の
注
釈

・
享
受
と
古
典
学
」
で
構

成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
全
四
章
の
内
、
紹
介
者
が
最
も
興
味
を
惹
か
れ
、
か
つ
今

後
の

『源
氏
』
（本
文
）
研
究
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
が
、
第
二
章
で
あ
る
。

第
二
章
は
、
第

一
・
二
節
、
本
文
伝
流
史
の
概
論
的
意
味
合
い
を
持
つ
論
考

に
始
ま
り
、
第
二

・
四

・
五
節
、
大
島
本
に
施
さ
れ
る
ミ
セ
ケ
チ
・
書
き
入
れ

等
の
検
討
を
も
と
に
、
現
在
の
青
表
紙
本
尊
重
の
基
盤

『
源
氏
物
語
大
成
』
並

び
に
底
本
大
島
木
本
文
の
問
題
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
論
考
。
第
六
節
、

『物
語
二
百
番
歌
合
』
詞
書
の
考
察
か
ら
、
『歌
合
』
成
立
の
問
題
、
『歌
合
』

作
成
時
に
用
い
ら
れ
た
定
家
所
持
本

（別
本
）
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
。

以
下
、
耕
雲
本

（第
七

・
八
）、
陽
明
本

（第
九

・
十
節
）、
中
京
大
学
本

（第

十

一
節
）、
保
坂
本

（第
十
二
節
）
等
々
を
考
察
対
象
と
し
た
論
考
の
全
十
五

節
か
ら
な
る
。
こ
の
構
成
を
概
観
す
る
だ
け
で
も
、
第
二
章
が
目
的
と
し
た
と

こ
ろ
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
室
町
中
期
以
降
、
主
要
な
伝
本
と
し
て
尊

重
さ
れ
続
け
て
き
た
青
表
紙
本
の
正
当
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
か
つ
て
は
主
要

な
伝
本
と
し
て
流
布
し
享
受
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
淘
汰

さ
れ
て
い
っ
た
非
青
表
紙
本
の
正
当
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
青
表
紙
本
が
現
在
ま
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
必
ず

し
も
そ
れ
が
、
他
本
に
比
べ

『源
氏
』
原
本
に
近
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
原

本
に
近
い
、
も
し
く
は
表
現
が
優
れ
て
い
る
と

「判
断
」
さ
れ
た
か
ら
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。
定
家
の

「判
断
」
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
青
表
紙
本
。
室
町
中

期
以
降
、
藤
原
定
家
と
い
う
権
威
の
も
と
、
善
本
と
し
て

「判
断
」
さ
れ
、
広

く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
青
表
紙
本
。
本
書
の
重
要
な
柱
と
も
い
う
べ
き
第

四
章
に
詳
述
さ
れ
る

『源
氏
』
注
釈
史

・
享
受
史
は
、
ま
さ
に

［青
表
紙
本
／

非
青
表
紙
本
］
が
、
優
れ
た

『源
氏
』
（本
文
）
を
模
索
し
続
け
た
人
々
の

「判
断
」
に
よ
っ
て

［尊
重
／
排
斥
］
さ
れ
て
い
く
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て

も
あ
る
。

青
表
紙
本
が
流
布
本
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
で
は

な
く
、
青
表
紙
本
と
同
様
に
、
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
他
の
伝
本
も
ま
た
存
在
し

て
い
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
謙
虚
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
本
文
の
優

劣
等
の
す
べ
て
の
問
題
は

「
ま
ず
、　
一
つ
の
本
文
の
読
み
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
世
界
を
知

っ
た
上
で
判
断
し
て
い
く
し
か
方
途
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
（四
二

九
頁
）。
こ
れ
こ
そ
が
、
第
二
章
、
ひ
い
て
は
本
書
全
体
に
貫
か
れ
た
著
者
の

『源
氏
』
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
主
張
で
あ
る
。

（二
〇
〇
二
年
十

一
月
　
風
間
書
房
　
一
一
四
〇
頁
　
一
一八
、
○
○
○
円
）

―
本
学
大
学
院
研
究
生
―


